
令和６年度 第１回島田市地域包括支援センター運営協議会 

 

開催日時 令和６年６月５日(木)10:00～11:30 

開催場所 島田市役所 大会議室西 

出 席 者 【委員】 

       静岡福祉大学            渡邊 英勝（会長） 

       あったか広場一会          千頭和 恵（副会長） 

       あおぞらデイサービスセンター島田  小長谷 達也 

       特別養護老人ホーム みどりの園    齋藤 良太 

       ケアマネットしまだ         黒田 勢津子 

       第一号被保険者           田村 善彦 

       第一号被保険者           後藤 純子 

       第二号被保険者           池谷 郷子 

       島田市自治会連合会         土屋 曻治 

       島田市民生委員・児童委員協議会   山下 雅男 

       地区社会福祉協議会         大池 一夫 

     【事務局】 

健康福祉部長           宮地 正枝 

包括ケア推進課長         大久保 勉 

地域支援係長           川本 実子 

       地域支援係長           米澤 美晴 

       保健師              菅原 遥香 

       保健師              齋藤 夢歩 

       高齢者あんしんセンター第一    守谷 理恵 

高齢者あんしんセンター第二    大石 鑑子 

高齢者あんしんセンター六合    勝又 諒也 

高齢者あんしんセンター初倉    遠藤 久哉 

高齢者あんしんセンター金谷    杉山 葉子 

       高齢者あんしんセンター川根    奥川 泰史 

 

傍聴人    ０人 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状の交付 

 

３ 健康福祉部長あいさつ 

 



４ 委員及び事務局職員紹介 

 

５ 会長・副会長の選任 

 

６ 会長あいさつ 

 

７ 報告事項 

(1) 地域包括支援センターの設置と経過・・・・・・・・・・・・・資料１ 

(2) 令和５年度事業実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

  事務局が説明。 

 

【質疑・意見に対する応答】 

事前質問）川根包括が開催した「川根地区の移動支援者の現状・課題・今後の 

方向性」について下記の２点。 

・「運転ができなくなってしまった方は移動や買い物はどのようにし 

ているのか」 

 

川根包括）川根地区は山間地区であり、車は手放してしまうと生活が出来なく 

なってしまう。本人が認知症・身体機能の予防しっかり取り組んだ 

上で、安全運転を確保出来るよう、島田市の総合事業の枠組みを利 

用し、運転に関する講座、認知症・身体機能低下予防の講座を４か 

月のサイクルで週 1 回開催している。現在、第３期目となり、延べ 

40 名程参加している。これからも継続していく。その中で、運転や 

っぱり出来ないなと気づいてもらうことも大事である。そこから、 

免許を返納するという方もいるなど、交通安全と向き合うという仕 

組みとしてよい結果になっていると思う。 

買い物が行けなくなった方に対して、川根地区の商店の商品を配達 

できないか。取り組みを検討している事業所がいる。また、眼科や 

透析のクリニックが送迎を開始してくれるなど、川根地区でも通院 

が出来るように事業を進めてくれている状況である。 

 

 

・「移動支援の現状について」 

事務局）この個別地域ケア会議で市への提言（市民の福祉向上を図る目的で全 

市民、市内全域を対象とした公助での核となる移動支援施策の検討が 

必要）を受け、市ではこの件について、庁内関係課で集まり打ち合わ 

せを行っている。 

打ち合わせで、しっかりと課題について各課と共有することで、課題 

の整理をすることが出来た。また、今後の方針についても共有し、生 



活安心課が令和６年３月に策定した、島田市地域公共交通計画に基づ 

き、今後は検討していく予定となっている。 

 

委  員）地域包括支援センターへの総合相談の件数が増えており、負担が 

増大していることがよく分かった。また、対応するケースも困難 

なケースになってきており、一事業所や一人のケアマネだけでは 

解決が困難になってきている。そのような中、市や地域包括支援 

センター、自治会などの協力が必要になっていると改めて痛感し 

ている。 

川根包括が開催した地域ケア会議の「川根地区 深刻化するケア 

マネジャー不足の現状と未来予想 競争を越え共想から共創へ 

むけて」について、とても興味深い。ケアマネの不足はどこも深 

刻だと思う。この会議では、どのような意見が出たのか伺いたい。 

 

川根包括）会議開催の当時は、地区のケアマネ・包括職員を併せても、ケアプ 

ラン作成は限界があり、市民から介護予防やサービスが必要と言わ 

れても、お受けすることが出来ない状況であった。川根地区以外の 

事業所に依頼しても受けてもらえない状況。地域としても深刻であ 

るということで、会議を開催した。その結果、新しく２か所、居宅 

事業所が開所し、ケアマネが増え、予防・介護のプランを、余裕を 

もってお受けすることができる状況を作ることに繋がった。地域課 

題として、しっかりと提言をすることが必要であり、どのような状 

況にあるのか地域に理解してもらうことが重要であると思う。 

 

委  員）事業所の立場としては、正直なところ包括が何をどこまでしてい 

るのかほとんど見えていない。事業所からみた地域包括支援セン 

ターは居宅のイメージが強かった。しかし、川根包括の事例を聞 

き、このようなこともやっているのだと初めて知ることが出来た。 

事業所としてもう少し、地域包括支援センターと関わる部分があ 

ると思いつつも、どのように関わっていけばよいのかがわからな 

いのが率直な意見である。 

 

 

８ 協議事項 

（1） 指定介護予防支援業務の委託先選定について・・・・・・・・資料３ 

事務局説明 

 

承認 

 



（2） 令和６年度事業実施計画・・・・・・・・・・・・・・・資料４、５ 

事務局説明 

地域包括支援センター説明 

【質疑・意見に対する応答】 

事前質問）第二包括の計画で「勉強会への参加者を増やす」とあるが、現場 

の職員（介護施設での話）は忙しく、その時間もままならないと 

聞いたことがある。介護職員の知識に専門職の知識が加われば、 

利用者さんの重症化防止にもつながると思う。職員全員が受けら 

れて、共有していけるような体制をどのようにとっていくか教え 

てほしい。「オンライン」の他にあったら教えてほしい。 

 

第二包括）第二包括では、月に一回、薬剤師や市の保健師、歯科衛生士、事 

業所の理学療法士や言語療法士、ケアマネとオンラインにて、あ 

えて、テーマを決めずに、その時に気になったことを気軽に話を 

する会議を設けている。ケアマネにとって医療職との連携をとる 

ことは難しいため、この機会にケアマネが気軽に参加してほしい 

という思いはあるが、なかなか参加人数は増えていかない。 

ケアマネは普段から様々な相談を包括にしてくれているため、そ 

の時に会議の周知をしたり、ケアマネ連絡会等で気軽に相談が出 

来る場があることを周知している。 

参加者が増えないことには、会議の形式は変えられないため、ま 

ずは地区のケアマネの参加者を増やしていきたい。ケアマネが増 

えていけばそこから事業所に声がかかっていくと思う。オンライ 

ンという形を変えるのは、薬剤師の仕事の都合もあるため、現段 

階では難しいが、人数が増えてきたら、ケアカフェ等に移行でき 

ればと思う。 

 

委  員）国保年金課との連携について。具体的にどのような情報提供がある 

のか教えてほしい。 

 

川根包括）地域課題を提示してくれるため、それを活用してどのような関わり 

をすればよいか検討材料としている。また長年、医療に関わってい 

ない方がいる場合、健康状態が不明なので確認を一緒に行っている。 

川根地区は糖尿予備軍が多い地区のため、生活習慣病をどのように 

予防していけばよいか等、介護予防事業に繋げて講座を行っている。 

 

委  員）地域包括支援センターの業務の中にはケアマネから相談対応もあり、

困ったケースがあった際に、相談に伺うと丁寧に説明してくださった

り、一緒に訪問に行ってくれたりする。とても助かっている。 



委  員）最近、年々増加しているのか行方不明者の放送が多く入る気がする。

行方不明者が出ないようにする取り組みがあれば伺いたい。 

 

事務局）事前に行方不明者を出さないようにする取り組みも大事ではあるが、

現在、事業として行っているのは、認知症の行方不明者に関する取り

組みとして、令和６年度から GPS を活用した探索である。機種をレン

タルしていく準備費を市で補助していく。まだ実績はない。 

    また、徘徊高齢者登録事業では、家族等の申請により、徘徊のおそれ

がある高齢者の登録を市にすることで警察と地域包括支援センター

と連携を図り、何かあった際には、すぐに情報共有できる体制を構築

している。登録をされている方に関しては、市が自賠責の保険に加入

しているため、保証の対応が出来る。 

 

委  員）軽度の認知症状が出ているにも関わらず、本人が認めておらず、そ

の妻から「いらいらしてしまう。どうしたらいいか。」と相談を受け

たことがある。本人は外出をしたくないが、妻はふれあいにでかける

とストレス発散ができるが、夫はふれあいに行く妻に対していい顔を

しないため、とても辛いと。男性がふれあいに参加することがなかな

かなため、男性のためのふれあいやしまトレが出来ると良いと思う。

それは認知症の早期発見にも繋がると思う。 

以前、しまトレのチラシを回覧したが、来てくれた男性は一人だけで

あり、その方も２回ほど来て来なくなってしまった。どのようにした

ら男性が参加してくれるのか考えていただければと思う。 

 

事務局）e スポーツ事業を実施している。昨年度は女性が好まれるようなゲー

ムを取り入れていたが、今年度は男性をターゲットにしたレーシング

ゲームや格闘ゲームを取り入れいる。男性の方に興味を持っていただ

き、ぜひ参加していただければと思う。 

昨日から e スポーツ体験教室を開催している。13 人中、４人が男性だ

った。少しずつ男性の参加が増えているかなという感触がある。これ

からも増えていくことを期待している。 

 

委  員）普段は地域ケア会議に地域包括支援センターの職員とお会いするだ 

けだが、他にもこんなに多くの事業をされていることを知り、あり 

がたいと思った。 

歯科衛生士として、居場所やサロンに行き、介護予防のための講話 

をしている。終了後は、参加者から「聞けて良かった」「勉強にな 

った」と言ってもらえる。専門職が行くことは、介護予防になるこ 

とを実感している。施設の職員も介護予防について勉強したいが忙 



しい話していた。事業所によっては市から専門職の派遣が出来るこ 

とを知らないところもあるため、周知をしていただけると良いと思 

う。 

     健康麻雀や囲碁などをやっている居場所は男性が多い。 

     

 

委  員）資料１の職員の配置に整数ではなく、小数点が入ったのはなぜか。 

 

事務局）常勤（８時間勤務）を１としており、８時間に満たない職員は１未満

となっている。 

 

委  員）自治会ではしまトレを毎週１回実施している。民生委員が中心とな 

って集まりをやってくれたり、住民を見守ってくれているため感謝 

をしている。自分の身内が単身で急に認知度が低くなって、包括へ 

相談した際には、迅速に施設等の利用に繋げてくれた。そのおかげ 

で本人は、余生を楽しんで生活をしてくれていることから、非常に 

感謝をしている。 

 

委  員）民生委員と地域包括支援センターが情報交換をするにあたり、地域

包括支援センターから情報はとても貴重である。ただ、お互いに守秘

義務があるため個人情報をどこまで伝えてよいか悩むところである。

市内９つの民児協の会長に聞くと、街中と中山間地域と情報共有に関

して温度差を感じているとのことだった。山間地域は個人情報の共有

について近所付き合いが常にあるためそこまで厳しく感じていない

ようだが、街中は、住民の方も個人情報保護については意識が高い方

が多い。 

民生委員の担当は福祉課であるため、担当者に個人情報の共有につい

て聞いてみるとやはり、地区によって温度差があると感じているよう

だった。個人情報保護法があるといえども、情報共有が出来ないこと

により効率的な業務ができないため、難しい。今後も、行政のほうで、

個人情報の共有はどこまで許されるのかある程度、示していただける

と活動しやすい。 

 

委  員）市社協や地域包括支援センター、包括ケア推進課から指導いただき、

第一地区で草刈り等、車を使わない支援を行っていたが、昨年の９月

からは外出支援を行っている。実績は当初上がらなかった。実績が上

がらなかったのは、行政とボランティアの考えにずれが生じていたか

らなのではないかと感じている。今では、お互いに譲り合うところは

譲り合い、少しずつ順調に流れだしている。 



今年の８月には外出支援の実証実験は終わるが、総括し、今後の活動 

をどのようにしていくか、検討していきたい。 

第一包括の職員が、大変忙しいのはわかっている。そういう中でも、

依頼すれば対応していただけるため、嬉しく思っている。 

委託先選定で、なぜ６事業所が削除されたのか。 

 

事務局）事業所が閉鎖しており、事業を実施していない。 

 

 

９ 閉会 

 


